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略歴 小林茂昭  
 

昭和 13 年(1938)  長野県千曲市戸倉にて出生（昭和 13 年 3 月 5 日） 
昭和 31 年(1956)  長野県立上田高等学校卒業 
昭和 38 年(1963)   信州大学医学部医学科卒業 
昭和 39 年(1964) 横須賀米国海軍病院インターン（卒後臨床研修）修了 
昭和 39 年(1964)    信州大学第一外科入局・大学院 
昭和 40 年(1965) 米国メイヨー・クリニック留学（6 年間） 
昭和 52 年(1977) 医学博士号取得 
平成元年(1989)   信州大学教授（脳神経外科） 
平成 9 年(1997)   長野冬季オリンピック大会（NAOC）医事責任者、IOC 医事委員 
平成 9 年(1997)   国際脳神経外科学会連盟(WFNS) 理事（Administrative 

Council）（1997~ 財務責任者・財務委員長, 2001~第２副会長） 
平成 15 年(2003)   信州大学名誉教授 
平成 15 年(2003)    JA 長野厚生連・小諸厚生総合病院院長 
平成 18 年(2006)   社会医療法人財団慈泉会相澤病院 理事、医学研究研修センター

長、脳卒中・脳神経センター長（2016～ 名誉センター長） 
 

主催学会 
昭和 63 年(1988)    第 8 回日本脳神経外科コングレス総会会長, 名古屋 
平成 6 年（1994） The 1st Meeting of the International Society for Neurosurgical 

Instrument Inventors (ISNII) Founding President, Nagoya 
平成 12 年(2000)    Matsumoto 2000 Congress (3rd International Congress of 

Cerebral Venous System & Meningiomas combined with 12th 
Japanese Skull Base Society Meeting) President, Matsumoto 

平成 14 年(2002)    第 61 回日本脳神経外科学会総会会長、松本 
平成 15 年(2003)    第 6 回日本医学英語教育学会会長、東京 
平成 28 年(2016）  第 11 回日本医療福祉学会会長、松本 他 
 
 

名誉会員 
平成 15 年(2003）  日本脳神経外科学会名誉会員  
平成 17 年(2005） 国際脳神経外科学会連盟(WFNS) 名誉会長  
平成 27 年(2015)   米国脳神経外科学会（AANS）終身会員(Lifetime Member) 
 

 

1



 

3 
 

賞 
平成 6 年（1994） オーストラレーシア脳神経外科学会賞（Zamiesen Medal） 
平成 12 年(2000） 日経 BP 技術賞 
平成 15 年(2003） 日本ロボット学会実用化技術賞  
平成 17 年(2005）  メイヨー・クリニック学術業績功労賞 
平成 23 年(2011） 米国脳神経外科学会（AANS） 永年国際功労賞 
平成 25 年(2013）  日本脳神経外科学会斎藤真賞国際部門賞 
平成 27 年(2015）  信毎賞 
平成 29 年 2017） International Meningioma Society, Golden Medal 賞（北京） 
 
                            趣味 
平成 28 年(2017） 書道：師範（漢字）、師範格（詩文）、俳句、スキー、テニス 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

Mayo Clinic 学術功労賞（2005） 米国脳神経外科学会賞（2011 年）

日本脳神経外科斎藤真賞（2013 年） 信毎賞（2015 年） 
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ははじじめめにに  
 
昭和 13 年（1938 年）に生を受け、医師となり、信州大学にて 65 歳で定年退官（平

成 15 年、2003 年）した。その後、小諸厚生総合病院、そして相澤病院で勤務を続け

てきた。本年、令和 7 年（2025 年）に数え年 88 歳となり、米寿を迎える。大学退官

時に「教授退官記念誌」（信毎出版）を出版して以来 20 年が過ぎ、時の流れの速さに

驚きを禁じ得ない。「光陰矢の如し」とはまさにこのことであろう。 
 
定年当時は体力的にもまだ自信があり、招請を受け、小諸市に新職場を決めた。小諸

市では単身生活を送りながら院長業務に従事し、充実した日々を過ごすことができ

た。3 年後の平成 18 年（2006 年）には松本市に戻り、社会医療法人財団慈泉会相澤

病院にて脳卒中・脳神経センター長と医学研究研修センター長を兼任した。また、こ

の間、慈泉会の理事も務めた。80 歳（2018 年）以後も顧問・名誉職として同病院に

勤務を続け、リハビリセンターの仕事にも携わるなど、多岐にわたる業務に携わって

きた。この間学術学会活動は徐々に減った。学会活動に関しては国内外のメジャーな

会には要請があれば参加したりしたことは自分自身のアップデートにもなった。国内

の学会は名誉職が主で、お役御免的な面が多かったが、国際学会には相変わらず要請

があったり関与せざるを得ないことが時々あった。中でも国際微小脳神経外科解剖学

会（International Rhoton Society）の初代会長をしたことが大きな仕事だった。 
 
信州大学在任中の 60 余年（この間、1965 年から 1971 年の 6 年間は米国留学）は昼

夜を問わず多忙な日々を過ごし、定年退官後も 2 つの病院で医療活動を続けてきた。

しかし、医療だけに専念して人生を終えるのは何か物足りないと感じ、定年退官後は

新たに趣味に取り組むことで生活の幅を広げる決心をした。ただし、趣味だけに没頭

するのではなく、医療と趣味の両立を目指した。具体的には、在任中からしていたテ

ニスを定年後も加齢に関わらず続け、新たに俳句と書道に取り組み、それぞれに楽し

みを見出し、人間関係の幅を広げることもできたのは幸いである。 
 
本冊子は米寿となった本年、「長寿お祝いの会」を企画していただいた機会に、私自身

定年退任後の医療人としての活動と、趣味を通して経験した事について、第二の人生

の記録として記したものです。 
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11.. 定定年年退退任任後後のの医医療療人人ととししててのの活活動動  
 

11..11.. 小小諸諸厚厚生生総総合合病病院院院院長長時時代代 平平成成 1155－－1188 年年（（22000033－－22000066 年年））  
信州大学で 50 歳から約 15 年間務めた教授職を平成 15 年（2003 年）年 3 月に 65

歳で定年退官した。2003 年 2 月にはホテルブエナビスタにて教授退官記念祝賀会が行

われ、170 名ほどの参加者が祝ってくれ嬉しかったが、これが私の人生の大きな区切

りであることを強く感じた。参加者にはメイヨー・クニック時代から折に触れ相談に

載っていただきお世話になった東京大学名誉教授佐野圭司先生、盟友の慶応大学河瀬

斌教授、外国からは友人メルボーン大学 Andrew Kaye 教授、教室に留学したインド

KEM 大学 Atul Goel 教授、信大学長、医学部教授連、医師会役員、教室員、友人等々

が名を連ねた。家族からは、妻の秀子が和服でにこやかに、かつ凛として同行してく

れたことが嬉しかった。また、東京女子医大在学中の次女裕子からの花束と一言挨拶

も花を添えてくれた。  

 
 
信州大学脳神経外科教室の私の後任教授選考は私の退官後に始まって、私も推薦した

1978 年教室開講一期生の本郷一博君が選考委員会・教授会選挙をへて 6 ケ月後に着任

した。私は退官後第二の職場として実は市内相澤病院を望んでいた。というも信大在

任中、大学病院では脳神経外科病床が 14 床しか与えられていなかったので、松本地域

の脳外科診療の基幹病院として相澤病院の脳外診療を手術室設備も大学と同レベルに

していただく等、診療・研修にも教室として協力し、サポートしてきていたので同病

院を第二の人生の職場として選ぶのは自然であったし、自らも希望していた。ただ医

学部教授層からは長野厚生連小諸厚生総合病院院長を強くすすめられた。また JA 長

野厚生連の意をもって見えた当時の篠ノ井総合病院長の松尾宏一先生（信大脳神経外

科同門）が「先生、3 年間院長を死ぬ気でやってみませんか」との要請にも答えるべ

く小諸市に新職場を決めた。平成 15－18 年（2003－2006 年）の短期間ではあったが

この 3 年間は全力投球したし、幸い上田高校の同期生が散在する小諸~上田地方なの

教授退官祝賀会壇上風景 2003 年 
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で彼らは喜んで応援してくれたし私自身も楽しむことが出来た。 
さて小諸への赴任は一人で行くか、夫婦で行くかの選択であったが、基本的に 3 年間

の赴任予定であったのでの私一人で赴任することにした。週末は一緒に過ごすことと

して私が松本に来るか秀子が小諸に来るかにした。 
 
小諸厚生総合病院名誉院長の坂本和夫先

生とは、嘗て同院に脳神経外科を開設す

る際（私の信大助教授時代）から好意的

にお付き合いを頂いており病院職員が脳

神経外科診療はじめ診療全般に協力的で

気持ち良く仕事ができた。嘗て当院が佐

久総合病院の分院であった当時からの創

始者の若月俊一先生イズムの伝統より、

院長が定期的に労働組合に病院の運用状況を説

明するしきたりがあり、次第に私も慣れて職員

との意思疎通がよくなれたと思う。浅間山は眺めるたびに心が穏やかになる素晴らし

い景観を提供してくれた。 
 
院長職は病院を統括するのでそれなりに忙しかったが私なりに一生懸命務めた。小諸

市や近隣の行政長諸氏との付き合いの会「長の会」があり、また県内の全厚生連病院

院長会議などもあり長野の本部に院長専用車で出かけたりした。大学在任中も松本市

で実行したことであったが私は病院と市民との接点が大切と考えていたので、小諸市

でも市民公開講演会などを企画した。現役時代に学会主催で講演をお願いした事のあ

る NHK の元アナウンサー山川静夫氏の病気体験話や、Mayo Clinic に同時代 留学し

てから親交のある国立循環器病センター総長の山口武典先生に講演をお願いしたりし

た。私はまた、東信地域の病院間の意思疎通と連携が大切と考えたので、佐久総合病

院夏川周介院長ほか数病院の院長先生方に声を掛けざっくばらんに地域医療に関する

意見交換をする懇親会を定期的にすることを

企画した。忌憚ない会にするため、会費は院

長の自腹で払うこととした。 
 
翻ってみると、この間妻の秀子は総じて仕事

のことに異論は言わず私がしたいことを素直

に受け入れ協力してくれ大変ありがたかっ

た。週末に浅間山山麓を散歩しながら見る浅

間山の雄姿は見慣れた北アルプスとは違った

黒班山登山 浅間山バックに  

病院玄関に揮毫 2017 
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風情で心に刻まれ忘れられない。 週末に小諸に車を運転して来てくれる時には、何

か手製の料理などを持ってきてくれた。 
 
老朽化した病院の新築移転に関しては当時の小諸市長芹沢勤氏とよく話す機会があ

り、氏は病院は市の中心に据えるべきとの強い信念を持っていた。新築移転なった

2017 年、黒柳隆之院長の依頼で私が玄関に病院のモットー「医療は住民のもの」を揮

毫した。 
 
私の人生の中で経験した教授職も院長職もどちらも大変であり、そのため両方とも一

生懸命務めたつもりであるが、どちらがより大変だったかといえば私自身は教授職の

方が数倍の重みとストレスを感じた。教授職では、学生・若手医師の教育、研究・論

文作成に加えて、医学部学内や附属病院内、学内の諸事、日本国内の学会関係、日本

の脳外科学会の代表としての国際的な脳外科関係の諸問題など、一つ一つが大変であ

り、それらを総合した重責があったと感ずる。勿論、これら責務を全うできたのは私

一人の力ではなく、当時の教室医局員のたゆまぬ協力と努力があってのことであり、

改めて感謝したい。また家族、友人・関係者の方々にもお礼を言いたいと思います。 
 
日本脳神経外科学会は、2002 年（平成 14 年）私が学会長のときに法人化することが

決定され初代理事長が東北大学の吉本高志教授となったが、吉本教授が私に法人理事

になりますかと問われたとき、丁度大学定年退任の年だったのでお断わりした。しか

し、世界脳神経外科学会連盟（WFNS）の方は、WFNS 運営委員会（Administrative 
Council）のメンバーとしての任期があと 5 年あったので、小諸に来ても 2005 年まで

連盟理事を続けることとして活動した。連盟の財務担当責任者、次いで副会長の任期

終了後、連盟の名誉会長に選出された。 
世界脳神経外科学会連盟(WFNS)  招宴にて （2017.8, Istanbul）  

WFNS 名誉会長のテーブル 
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M.G. Yasargil 教授 WFNS 会長 Y-K. Tu 教授 E.de Oliveira 教授      
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がら、患者診療を基盤に発展し、現在は医科大学、大学院を持つ米国ベストホスピタ
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問団で見学に行った（2007 年）。 

    相澤院長と Mayo Clinic 訪問     相澤病院 医学研究研修センター関係医師職員 

 
私の相澤病院への赴任は丁度卒後臨床研修制度が制度化され時期（平成 16 年：2004
年）にあたっていたので、当院での卒後臨床研修制度つくりと運用に精力的に活動し

た。県内では佐久総合病院が最も人気がある研修病院として全国から研修医が集まっ

たがそれに次ぐようつとめた。私はまず自身で臨床研修指導医の資格を取り、県内で

初めて相澤病院が臨床研修指導認定施設認定を取得した。幸い相澤病院は救急患者が

多かったので研修医には人気があったが、加えて当院の特徴を出すべく医学英語研修

も追加した。地方病院ではあるが世界的視野を持つ医師を育てたいと思ったからであ

る。臨床研修修了した医師は現在まで 500 名おり、彼らは全国に分布して専門医とし

て活動している。医師研修センター長としての私の企画に相澤先生には殆どすべて賛

成していただき実行させていただくことが出来た。おそらく同じ思いを共有されてい

たのではないかと思い大変感謝している次第。 
 
信大在任中から脳神経外科の専門研修をしたいという外国人脳外科医からの要請手紙

を引き続き受け取っていたので、相澤先生に相談して相澤病院に外国人医師の留学プ

ログラムを立ち上げ若い外国人医師の研修を受け入れた。センター長在任中計 19 人と

なった。留学生医師受け入れに関しては、皆の協力を得て、脳卒中・脳神経センター

の毎朝のカンファランスは英語で行うこととした。帰国した留学生の中から教授クラ

スが何人か生まれていて嬉しい（北京大学第一病院脳神経外科部長伊志強（Yi 
Zhiqiang）准教授、インドネシアのエアランガ（Airlanga）大学脳神経外科 Asra Al 
Fauzi 教授で 2027 年の世界脳神経外科学会会長、等）。 
 
相澤病院は地域医療を担う中核病院としての規模は大きいが加えて先端医療にも相澤

理事長は積極的である。医療機器もガンマナイフ、PET スキャン、トモグラム、陽子

線治療装置を使用している先端医療病院とされている。病院としてもいくつかの全国

学会を主催してきているが、私自身は第 11 回日本医療福祉学会を学会長として 2013
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年 8 月ホテルブエナビスタで開催した。慈泉会の支援があってできたことである。 
 
この間相澤病院に勤務した我が家の家族もいる。次女の裕子が東京女子医大卒業後、

佐久総合病院と信大病院産婦人科で初期研修・専攻医研修を行い専門医資格習得の

後、相澤病院に暫く勤務した。また夫の松本隆吾君が相澤健康センターで鍼灸師とし

て診療した。裕子は次いで市内波田の松本市立病院産婦人科にお世話になり、その後

子供の教育もあり一家で上海に移住し、現在 Parkway Shanghai Hospital に産婦人科

医師として勤務している。 
 
相澤病院に就職して 12 年間（2006-2018 年）は医学研究研修センター長、脳卒中・脳

神経センター長時代（2016 年より名誉センター長）として活動し、80 歳を超えた

2018 年には慈泉会の塩尻診療所長、2024 年からは相澤リハビリセンターに週一日勤

務と合わせて脳卒中・脳神経センター名誉センター長として毎朝のカンファランス参

加と予約患者の外来診察をしている。 
 
長年続けてきている当院脳卒中・脳神経センターの毎朝のカンファランスであるが、

特徴的なのは、脳外科医、脳神経内科医、リハビリ医が合同で行い画像を中心に患者

について対応を検討するもので、治療方針を立てるのに多角的に検討出来て有用であ

る。また、教育的な意義も大きい。時に病理医、放科医も参加する。信大からのポリ

クリの学生にも印象深いようである。私がレジデント時代 Mayo Clinic では週一回行

われていたカンファランス形式で信大在任中にも神経内科と数回行ったが、講座単位

の独自性もあって続かなかった。 
 
さて、塩尻診療所への通勤は老齢でもあり病院支給のタクシーチケット使用の通勤な

ので安全かつ身体的に楽になった。塩尻リハビリセンターの仕事は訪問リハビリと通

所リハビリ利用者合わせて 150 名近くを個別に 3 ケ月に一度診察すること、リハビリ

中に急病などあったとき対応することであった。現役時代、脳卒中・脳腫瘍等の手術

を含む急性期患者の治療が主であった私にとって、慢性期の患者さんを見てリハビリ

を含む対応をすることは興味があったしまたそれまでの経験が役立ったと感じた。上

海の復旦大学崋山病院神経内科・リハ科の丁准教授が見学に見えたとき相澤のリハビ

リの体制に感心されたと同時に、リハ器機のさらなる導入について示唆があった。 
 
塩尻診療所勤務になって秀子の増えた負担としては、塩尻通勤日には昼弁当を用意す

ることであった。私にとっては人生で初めて弁当をもっての出勤で、その内容が毎日

楽しみなことでもあって感謝している。 
一方、岡田での家庭生活としては、脳外科手術や救急患者対応等が無くなったので日
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常は時間通りの規則正しい生

活ができるようになり夫婦で

過ごす時間, 趣味に費やす時

間も増えた。 
 
令和 6 年（2024 年）4 月か

らは相澤病院の松本地区のリ

ハビリテーション科に異動し

て訪問リハビリ担当医師の一

人として週一日の勤務となっ

ている。脳卒中・脳神経セン

ターの方は名誉センター長と

して毎朝のカンファランスに

引き続づき参加している。 
  
  
11..33.. 学学術術・・学学会会的的活活動動  

学会参加に関しては大きい学会は行くが、小さい会の多くは省略して、学会発表の

機会は講演依頼がある場合のみ参加と回数が減っている。国内の学会で発表するよう

な機会は殆どないが、メジャーの国内学会では最新の情報を得られ診療に反映させら

れるのが利点であり、また会長招宴等で長年お付きあいのある旧友教授諸氏に会える

のも楽しみである。 
 
国際学会からは時々依頼講演があった。概して国際学会は、年齢によって急に参加要

請が無くなるというよりは、学会発表・論文発表などの活動がある限り注目されて講

演の要請が来るようであり、その意味では国内学会に比して長いタイムラーグをもっ

て学会参加が少なくなっていくと感じている。高齢だからという Age discrimination
的な考え方はあまり強くないといえる。事実、例外的であろうが、私より年長の脳外

科医で活躍している著名な方が何人かいる。例えばレジェント的脳外科医 Dr. 
G.Yasargil (トルコ),  Dr. M. Samii (ドイツ), Dr.A.L. Rhoton (アメリカ) 先生などで

ある。 
2003 年（平成 15 年）に 65 歳で教授退任してから私が参加して発表した国際学会の

幾つかを挙げると： 
 
・2nd International Neurosurgical Winter Meeting, Zermatt,2007.2 
・WANS & 4th International Symposium on Microneurosurgical Anatomy, Iguassu, 

 
脳卒中・脳神経センター朝カンファ、復旦大学崋山病院リハ科丁准教授と 
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Brazil, 2008.9 
・10th Annual Conference of Skull Base Society of India, Mumbai, India, 2008.10 
・Swiss-Japanese Neurosurgical Joint Meeting, Zurich, Swiss,2009.1 
・15th Scientific Meeting of Hong Kong Neurosurgical Society, Hong Kong, 2008.11 
・14th World Congress of Neurosurgery, Boston, USA, 2009.8 
・3rd WFNO (国際脳腫瘍学会)、Yokohama, Japan, 2009.5 
・3rd WANS (World Academy of Neurological Surgery), MGH( Ether Dome), Boston, 

USA, 2009.8 
・AANS (米国脳神経外科学会)、Denver, USA （Cf: 国際功労賞受賞）, 2011.4: 
・The 11th Asia Australasia Skull Base Surgery, Beijing, China, 2012.10 (桂林旅行

p.27） 
・The 15th World Congress of Neurosurgery, Seoul, Korea, 2013.9 
・China-Trinidad Tobago Neuroscience Health Conference, T-Tobago, 2015.7 
・The 12th Asia Oceanian International Skull Base Surgery Conference, Mumbai, 

India 2015.1 
・Interim WANS (World Academy of Neurological Surgery), Jeju Island, South 

Korea, 2015.4 
・World Congress of Neurosurgery (WFNS Interim Meeting), Rome, Italy, 2015.9 
・The 6th WANS (World Academy of Neurological Surgery), Athens Greece,2016.9 
・The 16th World Congress of Neurosurgery, Istanbul, Turkey, 2017.9 
・The 2018 Taipei International Neurosurgical Symposium, Taipei, 2018.4 
・The 1st International Rhoton Society (iRS) Meeting, Tianjin, China,2018.6 
・The 7th WANS (World Academy of Neurological Surgery), Prague, Czech, 2018.8 
・Interim World Congress of Neurosurgery 2019, Beijing, 2019.9 
・Interim WANS (World Academy of Neurological Surgery), Mumbai, India, 

2019.12 
・The 2nd International Rhoton Society (iRS) Virtual Meeting, Stanford, USA, 

2020.8  
・The 3rd International Rhoton Society (iRS) Meeting, Istanbul, Turky, 2023.8 
・The 4th International Rhoton Society (iRS) Meeting, Taipei, Taiwan, 2024.11 
・Asia-Australasian Congress of Neurosurgery, Kaohsiung, Taiwan,2024.11 
 
最近では、特に 2016 年に恩師のフロリダ大学のロートン教授（Albert L. Rhoton, 
Jr.）逝去のあと発足した国際ロートン協会（International Rhoton Society, iRS）の

初代会長に選ばれて、先ずは協会の会則作成、そして運営・発表で忙しくなった。会

長任期の間の iRS 学術会議はスタンフォード大学で Virtual meeting として開催さ

11
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れ、私は微小外科解剖の歴史的展望について会長講演をした。私の後の iRS 会長は佐

賀大学名誉教授の松島俊夫先生がなったので多少楽になり、時折の Zoom 主体の理事

会と、加えて 2023 年夏にはイスタンブールでの第 3 回 iRS 学術会議の現地開催で発

表した。私も松島先生も夫婦で参加した。 
 
外科解剖に関する研究は、解剖そのものは従来からの解剖学を外科手術、顕微鏡下手

術的見地から研究するので比較的安定したテーマとなりうる。特に歴史的展望をテー

マに現代の各種脳神経外科到達法に関連付けて発表するようにしている。その意味で

は近年ご教授を頂いている医学史の権威順天堂大学の坂井建雄教授（日本医学史学会

理事長）との交流に大変感謝している次第である。坂井建雄先生との共同研究と作業

によって幾つかの関連学会で外科解剖の歴史的展望を踏まえ、脳外科手術との関連に

おいてまずまずの発表ができてきており先生との交流に大変感謝している次第。論文

も書くこともできた（S.Kobayashi et, al : Neurosurg Rev, 45,253,2022）。 
 
昨年（2024）11 月の台湾の学会は旧友の著名脳外科医達何人かに会えて嬉しかった。

彼らは Oldtimers ではあるが学会の主役としてよばれることは素晴らしいことだと感

銘を受けた次第である。引退して自由自在に生きることと勤務との選択に迷っている

わが身にとっては羨ましい存在である。 

松島, Al-Mefty 教授と(iRS 2024)         Profs.Morita,Spetzler,Samii,Tu と（AACNS,2024） 
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人生後半になり、それほど多くはないが幾つか賞を頂いて、自分のしたことが評価

されたという意味で光栄であった。勿論、各々の業績に関しては自分一人で成就され

たものではなく同僚との共同作業が評価されたものでその仲間の代表として授与され

たものと考えたい。教授定年後に頂いた賞としては、小諸厚生総合病院院長の間の

2005 年に Mayo Clinic 同窓会から学術業績功労賞（Professional Achievements 
Award）を授与され家内とフロリダのジャクソンビルでの授与式に参列した。この賞
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に関しては、偶々レジデント同期であった Mayo Clinic の David Piepgras 教授を推薦

したいと彼に申したところ、彼は私を既に推薦したといわれて、推薦人が分かった次

第である。同時期にメイヨー・クリニック同窓会誌に私の特集記事が載ったのも嬉し

かった。私のレジデント 1 年次 1965 年、60 年前の顔写真が残っていた。 
 
 

Mayo Alumni 
2014 ,No.4 より

特集記事 1 頁目

とスナップ（3
頁目より） 
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次いで、相澤病院在籍中の受賞としては、2011 年に米国脳神経外科学会（AANS)から

永年国際功労賞（International Lifetime Achievement Award）を デンバーでの年次

学術総会の主会場で会長の James.Rutka 教授から授与された。 
 

            AANS 学会 主会場で授賞式 

信大同門では、日本からは本郷一博教授夫妻、奥寺敬教授、エジプトから A.Ammar, 
Y. Orz 両教授が参席してくれた。 
 
2017 年には国際髄膜腫学会から

International Meningioma Society 
Golden Medal Award を授与（北京）。国

内では 2013 年に日本脳神経外科学会斎藤

真賞国際部門賞を授与された。初代学会長

名を冠した学会賞を第 61 代会長を務めた

私が受賞し光栄であった。 
2015 年に頂いた信毎賞は小澤征爾氏が第

４回に受賞した賞であるが、私への授賞は

当時の長野市民病院長竹前紀樹先生、本郷一博

信大病院長はじめ友人たちに推薦され長野オリンピックの貢献なども評価されたので

はと感じて嬉しかった。 

信大脳外科同門諸兄と、AANS 学会場ロビー 
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授賞とは直接関係ないが、顕彰された一環とも考えられる事柄がある。米国の南カリ

フォルニア大学（USC）教授 Dr. Michael Apuzzo が編集長だった WFNS（世界脳神 
 

 
 
経外科学会連盟）の機関誌 J. World Neurosurgery (2024 年 IF：2)が 2014 年 12 月 
号の表紙に近代脳外科史上有名な Dr.Cushing, Dr.Dandy から始まって 60 名の史上脳

外医が”Internationalists として顔写真が掲載された。その中に杉田虔一郎先生と私の

写真がある。理由は明確でないが光栄なことと感じた。 
 

 

J. World Neurosurgery 誌表紙  
Internationalists 60 名（2014.12） 

15



 

17 
 

22.. 趣趣味味のの人人生生  
  

趣味について 
私は学生時代からスポーツが主な趣味で、スキーとテニスである。学生時代にこの

二つの部に属したこともあり、教授在任中は信大医学部部活それぞれの顧問を務め

た。現在でも、毎年同部の部誌への寄稿と多少の寄付もしてきている。両趣味とも年

齢に応じ続けており、スキーは年一週間程度であるが、テニスは 80 歳を過ぎてから熟

年の仲間と週に 1，2 回、それぞれ 2 時間ほど行っている 
 
加えて、体が動かなくなってくる老後のことを考えてスポーツ以外の趣味を始めよう

と信大の定年退任を機に非スポーツ系の趣味を考え始めた。私が書をやることにした

のは小諸厚生総合病院から相沢病院に転職して 1，2 年したころ上田高校の同窓生の T
さんに書を勧められた 70 歳からであった。 
もう一つの非スポーツ系趣味として、信大定年の 1 年程前に始めた俳句がある。信大

構内で月に一度数人の教授たちが集まって夜間開いていた句会である。句の先生は当

時保健学科の教授であった宮坂静生先生で、日本現代俳句協会会長となられた方であ

る（現在同協会特別顧問）。宮地良彦学長や医学部の基礎学科の教授たち数人が校内で

開いていた月例句会に入れていただいた。 
 
22..11.. ススキキーー  
思えば昭和 38 年（1963 年）に大学卒業して横須賀の米国海軍病院で過ごしたイン

ターン（卒後臨床研修）の一年間は一度米軍基地の小学校生徒のスキー旅行に付き添

い医師とし裏磐梯スキー場に行ったのみであった。インターンの後信大第一外科に入

局して 1 年半後に米国ミネソタ州 Mayo Clinic に６年間留学することになったレジデ

ント修練期間は忙しくロチェスター市の近くの小規模なスキー場に休日 2，3 回スキー

に行ったのみであった。雪は積もっても近くには高い山がない。面白い制度で、リフ

ト券は無くスキー場に入るのに入場券を払えばよかった。 
 
昭和 46 年（1971 年）に帰国して第一外科で脳神経外科グループとして活動してから

は仲間にスキー愛好家が多かったこともあり、週末などに頻回スキーに行った。主に

白馬地方のスキー場で滑ったが、乗鞍高原も雪質がよく好きなスキー場であった。幸

いなことに白馬村役場から第一外科へ依頼があり、希望する医局の仲間が冬期間村の

診療所で週末診療を行うことになった。そこで、仲間と二人で交代で勤務し、そのお

かげでフリーのリフト券を使って交代でスキーを楽しむことができた。 
 
昭和 53 年（1978 年）信州大学に脳神経外科教室が開設され初代杉田虔一郎教授が赴
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任された。第一外科から 9 人が新教室に移行して本格的に脳神経外科診療を行うよう

になったが教授はじめほとんどがスキー愛好家であった。まもなく、中部地方 3 大学

の脳神経外科教授、杉田虔一郎（信大）、角家曉（金沢医大）、高久晃(富山大) 発案の

白馬脳神経外科セミナーがはじまり、八方尾根スキー場と他のスキー場と交互で毎年

開催されるようになった。このセミナーは私の助教授・教授期間を通じても絶えるこ

となく全国規模で現在も続いてきており、今年は第 39 回セミナーが大山スキー場で開

催された。 
 
杉田教授はまた、フランス脳神経外科学会との共催で、ヨーロッパアルプスのスキー

場で脳神経外科セミナーの企画を 1988 年より始め、私の代になってからも続けて都

合 8 回シャモニーをはじめとするフランスアルプスで開催した。またスキーリゾート

における脳神経外科セミナーは他の欧米アジアの脳外科医の仲間との学会にも広がり

を見せた。 
 
私がスキーをすることまた国際的活動があることもあってか 1998 年の第 18 回冬季オ

リンピック大会長野大会の医事責任者に任命され、IOC 医事委委員としての役割をし

たことも趣味が高じてのことであったのだろうか。大会後皇居に招かれ天皇皇后両陛

下から労われるというユニークな経験をした。 

2nd International Neurosurgical Winter Meeting, Zermatt, Swiss, 2007.1. 
 

信州大学教授在任中は医学部スキー部の顧問を務めて部員たちの相談に乗ったりし

た。嬉しいことに何人かは卒業後脳神経外科を専攻して入局してくれた。後藤哲哉、
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四方聖二先生などである。 
松本地域には近くにスキー場が多くあるので学生時代はシーズンに 30 日ほどは行って

いたが、この間何よりも大けがをしなかったのが幸いであったと思う。 
 
近年では高齢者には危険と言われるボードの普及にはついていけず、また装備が大変

なこともあって頻回には行っていない。同行してくれる友人たちが少なくなったのも

原因である。近年は孫たちとのお付き合いスキーが主であり主に爺ケ岳スキー場に親

しんでいる。 
 
毎年の白馬脳神経外科セミナーにはできるだけ参加するようにして、お楽しみのナス

ターレースにも参加しているが、嘗ては常に上位に入っていた順位も昨年（2024 年）

の第 38 回白馬セミナーin ルスツでは 30 位ほどであった。 

白馬セミナー、ルスツ 2024.2         孫智晴と、爺が岳スキー場 2014 

(中小林、左隣竹前先生)  

 
22..22.. テテニニスス  

老後のスポーツ趣味としてはスキーよりテニスの方が、短

時間で気軽にできることもあり 80 歳を超えた現在も比較的

頻回にプレーをしている。時間的には、現役脳外科医当時と

違い余裕があるものの、一回に 2 時間プレーするとして、週

二回以上は無理である。回復に 2 日はかかるからである。そ

れも夜間睡眠時間を十二分に取る必要がある。 テニス部顧問 OB 千葉教と

授と 
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2003 年 65 歳で大学定年退任して小諸厚生病院に 3 年、次いで 2006 年からは相澤病

院に勤めているが、それぞれの病院・地域でそれなりのテニス仲間がいて楽しんでき

た。何よりも人間的交流が楽しいと同時に、プレー後の食事、ビールが美味しく健康

的気分にいられるのが幸いである。だからと言って他人より長生きするであろうとは

断言できない。まさに自身が今、身をもっての実験が進行中だからである。 
 
小諸在住の 3 年間は、院内外の仲間と週末の日中は、小諸市あるいは追分のテニスコ

ートで軽井沢からの仲間も加わってテニスを楽しんだ。この間信大在任中によくプレ

ーした小川秋実、千葉茂俊先生等をお呼びしてテニス交流会と懇親会を企画したこと

もあって楽しかった。 
 
2006 年に松本に帰ってからの 70 歳、80 歳代は矢張りテニスは週 1，2 回は続けてき

た。惰性とは簡単に言えないと思う。矢張り定期的に体を動かせば体調がよく、それ
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ついに私は最年長参加者であった。今年はついに数え年で米寿となる。なんとか参加

したいものだ。なにせ一昨年のこまくさ大会では、学生パートナーのお陰もあり優勝

したのだから。 
 
22..33.. 書書  
父誠志は歴史、古文書に凝っていて小林家の歴史を探求していた。また素人ながら

木彫りの仏像を彫ったり書も結構趣のある字を書き漢文・漢詩も作った。母と志は多

趣味で詩吟・書・旅行などを友人達と楽しんだ。特に書は熱心で漢字と仮名ともに日

本書道の師範で賞も幾つかとっていた。また書と共に絵も結構上手であった。 
 

 
 
 

 

小林家の先祖には寺子屋を持ち能書家の小林宣智がいて佐久間象山との交流もあっ

たという。祖父の小平治も戸倉村で能書家といわれていたらしい。という私は 70 で

日展会員石飛博光先生と    宮坂先生句、石飛先生書 

 

(115x85cm) 
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相澤病院院内の書道グループに入り日展会員の石飛博光書道会系統の静鐘会に入っ

て細野静耀先生の指導を受けてきている。漢字は師範、「漢字かな交じり」（現代詩

文）は師範格になった。「穹人」は石飛先生から頂いた私の雅号である。 
 
22..44.. 俳俳句句  
そもそも私が俳句に興味を持ったのは、高校時代たまたま土地の句会に同級生にさ

そわれた時私の句一つが褒められた記憶が残っていたことによる。2006 年に小諸から

松本に戻ってきてからは、宮坂静生先生の句会は市内の公民館で月例会として続いて

おり、こまくさ句会と称していろいろな職種の市民が参加して、宮坂先生の主宰する

月刊句誌「岳」に掲載されている。

私の俳句はなかなか進歩していない

と感じている。というのも私はなか

なか現代俳句になじめず、努力はし

ているがどうしても自分流の花鳥諷

詠調的になってしまいがちである。

むしろそれに徹したいと思うから

か、高評価はあまり得ていない。岳

同人には現在、朝日俳壇の選者の一

人になっている小林貴子さんがいて

私の直上の師匠となっていただいてい

る。 
いくつかの自作の俳句を記す。  

 
上海の映える夜空や冷奴 
減らしゆく宛名の数や年の暮 
枯野行くモーゼの杖やガザ救わん 
新涼や木の間に流る雲淡し 
枝豆の弾みて指のへベルデン 
地下壕に残る雷管年移る  
敦煌の十字路広し石榴売り 
八方尾根(はっぽう)に我が影ケルン並びけり  
松枯れはコロナに罹る夏の山 
常念岳に雲纏はりて春一番 茂昭句・書 

常念岳見守りている稲田かな 
 

  さらに最近では俳句の英訳に興味があり、俳句英訳フォーラムを提案して「岳英語

句会メンバー（前列左より 2 宮地良彦先生,４宮坂静生 
先生,５小林、後列左より 1 小林貴子氏） 
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句会」（Take English Haiku Forum, TEHF）を始めたところ、言い出しの私が会長に

されてしまった。英語俳句は特に、アメリカで盛んであるが句誌「岳」にも英訳俳句

のページがあり、その担当の矢島恵さんに英訳句の指導を受けて月一回開催していて

既に 20 回ほどになった。自作句の英訳を数編記す。 
菜の花や雲湧き思うウクライナ           
Canola flower fields 
Clouds spring up, 
Reminding of Ukraine 
     
人生に卒業はなし月は満つ 
There’s no graduation  
In one’s life 
There’s full moon in the sky 
 
わくらばやいまだ戦の絶えぬ夜よ 
Sickly leaves, 
Endless wars sprout worldwide, 
No end in sight 
 
海の日や留萌の海に陽の沈み 
Marine Day, 
The breathtaking sunset 
Over Rumoi’s sea 

 
33.. そそのの他他ののこことと  
33..11..  金金婚婚式式  

  
3.1. 結婚 50 周年記念（金婚式） 
秀子と結婚（昭和 42 年：1967 年 6 月 22

日結婚）してから 50 周年になり、平成 29 年

（2017 年）に私は 79 歳、秀子は 75 歳とな

った。自宅で二人だけの記念の食事をした。 
金婚式の夏には子供・孫たちが集まって我

が家でバーベキュウをして祝ってくれた。私

共は見合いした一ヶ月後に急いで結婚して渡

米してから 50 年。いろいろ苦労はあったが、
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子供 4 人、孫 7 人の家族に恵まれたことを感謝し、夫婦ともに幸せを実感した。 
 
秀子は金婚式に記念として、今までのように学会とは関係ない旅行を企画したいと提

案した。彼女が希望したのは敦煌旅行と北欧旅行であった。敦煌へは上海に住む次女

裕子家族と同行することにし、北欧へは夫婦二人だけで阪急旅行社プランに加わって

の旅行であった。私はまだ病院勤務もあったので初めあまり気が進まなかったが、今

後の気力・体力の衰え、資金減少を勘案してこのプランを実行することにした。この

思い切った２大旅行を無事に終わってみると充実感とともに、この旅行がこれまでの

我が人生の大部分とは違って、妻秀子の主導によっての企画に従ったということで、

ある意味イーブンに近くなったかなという感じもあって嬉しかった。（旅行後述） 

結婚 50 周年の家族、BBQ パーティー2017 
 
33..22..    旅旅行行  
二二人人でで同同行行ししたた思思いい出出にに残残るるいいくくつつかかのの旅旅行行  
  

私の外国出張時は若いころは単独が多かったが、後半は同行することが多くなっ

た。資金的には負担増であるが、メリットも多い。学会仲間との付き合いにも資する

ようになり、自分的には発表にもより集中できるようになる。大抵の場合、学会期間

中に Social program があり妻は小旅行も楽しんだ。また多くの学会は観光都市やリゾ

ート地で行われるのも楽しみである。 
 
秀子が結婚してから訪れた外国の数を書き留めていた。総数 42 か国に及び、うち複数
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回訪れた国は 15 か国であることが分かった。渡航の機会としては私の学会出張に同行

したことが最多であるが、他にも夫とは別にゾンタ世界大会参加、家族旅行、次女家

族の住む上海訪問旅行、パリ在住していた長女家族の孫のベビーシッター、アメリカ

の梅子姉と夫アーマーの看護・葬儀、ラボ活動のホームステー付き添い（シャペロ

ン）、また好奇心からの旅行などである。我々二人とも訪問国は５大陸に広がるが、ロ

シア旅行がないのが不思議である。 
 
旅行はすべて得るところがあったが、下記に夫婦で一緒に旅行して印象に残る場所を

幾つか挙げる。  
 
⚫ ブブララジジルル イイググアアスス滝滝（2008.9） 
各国から限られた脳外科医が選出された会員の学会「世界脳神経外科医アカデミー

（WANS）がイグアス滝の脇のホテルで行われた。世界 1, 2 の巨大な滝、熱帯動植物

園を訪れ忘れえぬ感銘をうけた。 
 
⚫ 香香港港ママカカオオ（2008.11.19-23） 
香港の脳神経学会に招待され、自由を謳歌して発

展している香港の人々と街の明るい雰囲気と美味

しい海産物の料理を楽しんだ。中国に返還された

後、学者たちの、庶民のあの伸び伸びとした自由

の雰囲気は現在どうなっているであろうか。 
 
⚫ ススイイススチチュューーリリッッヒヒ、、アアイイガガーー（2009.7.23-

26） 
チューリッヒでの日本－スイス脳神経外科合同会議。中間

休日に訪れたアルプスで見たユングフラウとアイガー北壁

の間を行く登山電車から見た景色は忘れられない。 
 
⚫ カカーーネネギギーーホホーールル（2010.12.12-20） 
小沢征爾のニューヨーク講演の侍医で同行。カーネギーホールでの練習、本番は格別

だった。小沢さんが発熱して往診。小沢さん曰く「先生は聴診器持っていないの？」

と。次の日に友人のコロンビア大学脳外科 D.Quest 教授に電話したら聴診器を持って

きて貸してくれた。その晩は Quest 教授に夕食をご馳走になった。“アブハチ取る”

でした。公演打ち上げ会にはマエストロの子供さんが代理に出席。後年松本で元気な

ご本人と再会。昨年(2024)ご逝去された。 

アイガー北壁、登山電車, 2009 
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●ヒヒママララヤヤ、、ニニュューーデデリリーーのの刺刺身身 （2013.10.3-7）  
インドに北の都市シャンディガール(Chandhigarh)の PGI（大学院

大学）の講演に招待されたときとき、途中ニューデリーで近郊の大

学から信大脳神経外科に来ていた留学生が招待してくれた。ディナ

ーで刺身がでてビックリ。秀子は食べなかった。 
 イイタタリリアア・・ススペペイインン（2015.9.7-22）      
イタリアのポンペイとバルセローナのサグラダファミリアとピカソ

美術館のゲルニカが忘れられない。       サグラダファミリア → 
 紹紹興興市市  寒寒山山寺寺（2016.5.4） 
上海の復旦大学の招待で訪れた紹興市の本場と、途中寄った有名な壮大な寒山寺の

「月落ち烏啼いて霜天に満つ～」の詩碑に感涙。次女のファミリーが同行。       

 モモロロッッココ(2005 年)                                       
世界脳神経外科学会がモロッコのラバットで開催、一日ジ

ープを借りきりイタリアの Bricoro 教授らと 4 人でサハラ

砂漠へ行く。古い有名な映画「アラビアのローレンス」の

ロケ地もみた。ベルベル人の生活様式も垣

間見た；男はあまり働かないようだ。 
●ムムンンババイイ（2015.1.）、他の機会にもインド各地を学会時

に訪れた。2015AOSBS（アジア・オセアニア頭蓋底外科

学会）でドイツの Samii 教授と私が Honorary Guests。開会式の挨拶は会長の要望で

私の代わりに秀子が挨拶を述べた。登壇して先ず Can you see me？といったら皆ドッ

ト湧いて会場の緊張がほぐれた。 
 タターージジママハハーールル（インド） 
壮大な大理石建造物。以

前裕子ともいったことが

有り。当日は、タージマ

ハール近くに開業する信

大脳神経外科に留学した

医師の診療所も訊ねた。 

サハラ砂漠 

カーネギーホールにて(Boston)    打ち上げ会にて小澤さん子息・娘さん（Boston）   小澤さんと再会（2015.9 松本） 
 

Can you see me？ムンバイ学会開会式にて（左）      

Goel 教授、小林夫婦、Samii 教授（右） 25
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●そして結婚 50 周年（金婚式）の記念旅行。 
 
１）北北欧欧旅旅行行（2017.8.3-11） 

阪急交通の北欧ツアーを利用した快適なガイド旅行であった。デンマーク、ノ

ルウエー、スエーデン、フィンランドとそれぞれ国の特徴を見ることができた。特に

印象的だったのは矢張りフィヨイルドのクルーズであった。河岸のホテルに大型クル

ーズ客船が横付けできる景観は圧巻で

あった。私には学問を離れた純粋な旅

でリラックスして堪能できた。          
左右：フィヨルド風景  

 

２）敦敦煌煌旅旅行行(2017.11.15-25)： 
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  信毎に寄稿した桂林旅行記（2012） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桂林、漓江くだり船中にて、河瀬教授、

小林、Yi 先生、Bao 教授、2012年 

The 11th Asia 
Australasia Skull 
Base Surgery, 
Beijing, China, 
2012.10 学会後北京大

学第一病院 Bao 教授

と桂林旅行。 
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ままととめめ  
 
私は人生の後半もそれなりに多彩で楽しく過ごしている。本冊子はその一端を書いた

がとても書ききれない。でも自分史の一部の記録でもあるし、また覗き見ていただけ

れば幸いである。 
人は皆あまり語らずに人生を終える。そして静かにお別れのセレモニーを行う。その

中で参列者は其の人の人生の余韻に浸る。そして以後も時々思い出して懐かしむ。 
 
私の前任教授杉田虔一郎先生の最後の入院中は面会謝絶であった。一言言葉を交わし

たくご入院中の病院にお伺いしたが会わせてもらえなかった。自己尊厳を貫かれた先

生の美学であったのかも知れない。でも私には先生ご逝去後もズーット現在も忘れえ

ぬ思い出が続いて出てくる。昨年はミズホ KK 企画の「杉田虔一郎伝記」のビデオ制

作のお手伝いをした。日本語版と英語版で杉田先生とその業績のエッセンスを伝えよ

うとするものである。制作の過程で何か断ちがたい先生への縁を感じながら仕事をし

た。2 年近く要した企画だったので終了時には涙してしまった。 
 
今回竹前紀樹先生と本郷一博先生から私の「長寿を祝う会」のお申し出を頂いた時、

いろいろ考えるところがあったが、とにかくお申し出をありがたくお受けすることに

した次第である。ありがとうございました。そして参加して会を盛り上げていただい

た方々にも心からお礼を申し上げます。 
 
今までの自分の人生を通して、いろいろなイベント・行事には妻秀子は控えめであ

り、協力的であった。唯、私はとにかく実行してしまうのである。実行する段階では

妻は手綱を引き締めながらも、ときに感心するほど適切な示唆をしてくれ、また応援

してくれた。ありがとう。いい妻・家族に恵まれ、いい友人・知人に恵まれた。大変

ありがたいことで、無上のよろこびである。 
 
ふと、一方自分では人のために何ができるであろうか思いをいたすことがある。 
偶々、この 2025 年 4 月に長年の友人脳外科医で現在ハーバード大学教授の Ossama 
Al-Mefty 先生から誘いがあって、ハーバード大学で若い脳外科医達に講演するシンポ

ジウムに講師の一人として参加することとなった。Yasargil 教授をよんでの会で、変

わりつつある脳神経外科モダリティーの中で本来の脳外科手術の魅力の話をしてほし

い、ということ。1948 年世界で初めてエーテル全身麻酔で手術が行われた MGH（マ

サチューセッツ総合病院）のエーテルドームをまた使うであろうかワクワクする。思

えば 2009 年に WANS（世界脳神経外科アカデミー） 会議を開催した部屋で思い出に  
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残っている。この時は河瀬斌先生と参加した。 

2009 WANS 会議,  MGH エーテルドーム( Rhoton 教授 WANS 賞受賞講演)                          

                                              エーテルドーム階段教室、河瀬教授と      

 
140 名程になった信大脳外科教室同門会である。先日、長らく COVID－19 の影響で

延期されていた同門会の懇親飲み会が何年かぶりに開かれ盛り上がった。ヒトは社会

的な動物であると言われる。生まれてから出会うさまざまな人々やグループとの縁、

様々な出来事や企画との縁、そして喜び、悲しみ、苦しみといったさまざまな感情と

の縁。これらの多彩な縁の中で、人は生き、そして一生を終わることになる。 
改めて米寿となった私の長寿を祝っていただきありがとうございました。 

令和 7 年３月吉日 松本にて 小林茂昭 

久方ぶりの同門会 

2025 年 1 月 25 日（松本） 
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寄寄稿稿文文  
 

小林茂昭先生の米寿を祝う - 感謝の思いを込めて 
信州大学名誉教授 本郷一博 

 
先生がこの度米寿を迎えられたことを心よりお祝い申し上げます。

同門の後輩のひとりとして大変うれしく思います。また、本誌に寄稿

の機会をいただいたことを大変光栄に思い、深く感謝いたします。 
 

私が小林先生にはじめて「お会い」したのは、学生講義を受けた時のことと記憶して

います。実に半世紀前のことになります。米国で脳神経外科専門医を取得されて信州

大学に戻られ、脳外科班のリーダーとして脳神経外科学の講義を担当されていました

が、講義中の先生の姿が輝いて見えました。今でも脳裏に焼き付いています。これが

脳神経外科に興味を持ったきっかけであり、そして脳外科医への道に進むことを決心

したのは、医局説明会での小林先生の「脳神経外科は忙しく楽なところではない。か

なりの覚悟がなければやっていけないところだ。やる気があるなら是非いっしょにや

ろう。」との言葉でした。杉田虔一郎教授を迎え、杉田教授・小林助教授体制ではじま

った信州大学脳神経外科学教室の一員に加えていただいたのは、私にとって大きな幸

福でした。 
 
小林先生は教授時代に、国内はもとより国際的にも著明な活躍をされていましたが、

それを再認識したのは、先生が退官され後任教授を務めることになって私も国際学会

に参加するようになってからになります。私は「Shige の後任」ということで随分温

かく受け入れていただけたと思っています。後任教授を務めさせていただいた私も教

授退任後すでに 6 年が経ちますが、小林先生が教授時代そしてその後現在までに成し

遂げられた業績の量・質の偉大さには改めて敬服いたします。 
 
そしてこの度米寿を迎えられました。先生が教授を定年退官され、「第二の人生」を歩

まれた経緯が本誌に述べられていますが、その後 20 余年の生活の密度、アクティビテ

ィが教授現役時代と変わらず非常に高いことに驚いております。スキー、テニスは今

でも続けられ、70 歳で始められた書道では師範となられ、また俳句もされていらっし

ゃるとのこと。今でも勤務を続けられ後進の指導をされつつ、ご自身では脳神経外科

医として国際学会に招聘され特別講演をされるなど、さらに充実度を増して来られて

いるように思います。教授時代に比べ時間的にも余裕ができ、学会とは関係なく奥様

との私的な海外旅行もされていることもとても素敵だと思います。 
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米寿を迎えられたとは言え、非常に活動的な先生は今後もまだまだお元気で過ごされ

ると確信しています。今は「人生 100 年時代」ですし、本誌の続編としてまた何年か

後には、「定年後第二の人生その二」あるいは「米寿後第三の人生」を執筆されること

を願っています。先生のこれからの人生がますます実り多きものとなりますよう、心

よりお祈り申し上げます。 
令和 7 年 2 月吉日 

 

 
茂昭 手術 （ 撮影）
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茂昭 in 手術　（Dr.A.Ammar 撮影）
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著書：S. Kobayashi: What Is the Training in Neurosurgery All About? Lessons Learned from 

Japanese Culture. Learning and Career Development in Neurosurgery, Values-Based Medical 

Education (Editor: A. Ammar) pp: 17-25, Springer, 2022   
主主著著論論文文：：  

1. Kobayashi S, Matsushima T, Sakai T, Matsushima K, Bertalanffy H, Rutka JT. Evolution of 

microneurosurgical anatomy with special reference to the history of anatomy, surgical anatomy, 

and microsurgery: historical overview. Neurosurg Rev. 2022 Feb;45(1):253-261. 

2. Kobayashi S. On the editorship of an international scientific journal. Neurol Med Chir (Tokyo). 
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3. Kobayashi S, Hongo K, Koyama T, Kobayashi S. Re-occlusion of the superior sagittal sinus after 
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5. 小林茂昭: 私流の手術記録の書き方. 脳神経外科速報 13(5): 488-491(2003.05) 
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2. Yako T, Kitazawa K, Kobayashi S, Yomo S, Sato H, Johnson LA, Vitek JL, Hashimoto T. Role of 

Microelectrode Recording in Deep Brain Stimulation of the Pedunculopontine Nucleus: A 

Physiological Study of Two Cases. Neuromodulation. 2022 Aug;25(6):925-934.  

3. Satoh D, Sasaki T, Yako T, Kitazawa K, Kobayashi S. A Case of Dural Arteriovenous Fistula in 

the Falx with Prominent Falcine Venous Plexus. J Neuroendovasc Ther. 2021;15(7):444-448. 

4. Satoh D, Nishikawa A, Kitazawa K, Kobayashi S. Usefulness of Distal Access Catheter in 

Endovascular Embolization for Spinal Dural Arteriovenous Fistulae in the Mid-Thoracic 

Segment. J Neuroendovasc Ther. 2021;15(4):260-264.  

5. Matsushima T, Kobayashi S, Inoue T, Rhoton AS, Vlasak AL, Oliveira E. Albert L. Rhoton Jr., 

MD: His Philosophy and Education of Neurosurgeons. Neurol Med Chir (Tokyo). 2018 Jul 

15;58(7):279-289.  

6. Kuroiwa M, Yako T, Goto T, Higuchi K, Kitazawa K, Horiuchi T, Kobayashi S. Inter-capsular 
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